




























































































































































































































































「みなさん さあ よういは できましたか。
あるき太郎がいま きしゃに のります。いっし






「みなさんが もし ストーブのそばの いす
にいても，すずしいこかげに すわっていても
また よるのベッドのなかにいても，りくや う








































































「あるばん はねのはえた こどもが たくさ
ん とんでいくのを みました。さては あのほ













「ごてんの にわへ きてみると おおきな
きのうえに はねのはえた こどもたちが いっ







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(http: //blog. goo. ne. jp/takei-takeo/e/f9827213de6780
0917eda7d14c1342e6）
注2：注1に同じ
注3：注1に同じ
注4：ただし，黒柳徹子『トットのピクチャーブック』
（新潮文庫，1984）では同じ絵が「ぷんぷるぷん」と
名付けられており，「がんがらがん」は別絵（同年作）
になっている。この別絵は，「悪魔の眼」の代わりに
中央に「子供の顔」が描かれ，真剣に花びらを一枚ず
つ息で散らしている。周りをとり囲んでいるのは，さ
まざまな楽器を演奏する子供たちの半抽象の顔である。
ただ一人だけが楽器ではなく弓矢を手にしており，中
央の子の花を狙っている。解釈の難しい絵である。
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